






































イクスピア､ 『ハムレット』 (1600)､ 『オセロー』
(1604)､ 『リア王』 (1605)､ 『マクベス』 (1606)､
Ｄ.デフォー､ 『ロビンソン・クルーソー』 (1719)､
Ｊ. スィフト､ 『ガリバー旅行記』 (1726)､ Ｊ.
オースティン 『自負と偏見』 (1813)､ Ｃ. ブロン
テ 『ジェン・エアー』 (1847)､ Ｅ. ブロンテ 『嵐
が丘』 (1847)､ Ｃ. ディケンズ､ 『大いなる遺産』
(1860～61)､ 『クリスマス・キャロル』 (1843)､
Ｌ. キャロル､ 『不思議の国のアリス』 (1865)､
Ｒ. Ｌ. スティーブンソン 『宝島』 (1883)､ 『ジー
キル博士とハイド氏』 (1886)､ Ｊ. バリー 『ピータ
ン・パン』 (1904)､ Ｄ. Ｈ. ローレンス 『チャタ
リー卿夫人の恋人』 (1928)､ Ｗ. Ｓ. モーム 『作


















































































だろうか｡ ちなみに､ 『広辞苑』 第六版 (岩波書
店) では､ ｢青虫｣ について ｢モンシロチョウ・
スジグロシロチョウの幼虫｡ 体長約四センチメー
トル｡ 色は緑色｡ 菜の害虫｡ また､ 蝶や蛾の､ 緑
色で長毛や棘のない幼虫の総称｡｣ と説明してい
る｡




｢青虫｣ と称しているようである｡ 実際､ 古典詩
歌に見える ｢青虫｣ を調べてみたところ､ やはり
蝶や蛾の幼虫のほかにも､ いろいろな虫が ｢青虫｣
という言葉で表現されている｡ 本稿では､ 中国の





















の七言絶句 ｢初夏戯題 [初夏 戯れに





似をして､ 蝶となって南の園に飛ぶ｣ と詠う｡ こ
こに見える ｢青虫｣ が蝶の幼虫であることは､ 明
らかであろう｡
＊＊
【蛾の幼虫と思われる例】
青虫彫病葉 青虫 病葉に彫
ほ
り
白鳥篆平沙 白鳥 平沙に篆
てん
す
南宋・華
か
岳
がく
の五言律詩 ｢遊溪西寺 [溪西寺に遊
ぶ]｣ の頷聯の二句である｡ ｢青い虫が模様を彫り
刻むかのように病んだ木の葉を食べ､ 白い鳥が篆
書
(２)
を書くかのように平らな砂の上に足跡をつける｣
と詠う｡ ここに見える ｢病んだ木の葉を食べる青
虫｣ は､ 芋虫や毛虫のような蛾の幼虫と見てよい
であろう｡
＊＊＊
【蝗の類と思われる例】
去年稲田荒 去年 稲田の荒るるは
3
中国古典詩歌に見える｢青虫｣
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